
握
る
手
の
位
置
な
ど
の
情
報
を
伝
達
。
例

え
ば
、
左
に
曲
が
る
時
は
「（
左
手
を
）

９
時
、
８
時
、
６
時
」。
そ
れ
に
慣
れ
て

く
る
と
、
パ
イ
ロ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
示
に

合
わ
せ
て
ハ
ン
ド
ル
を
左
右
に
切
り
、
パ

イ
ロ
ン
を
通
過
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
受

講
者
は
急
制
動
な
ど
も
体
験
し
た
。

受
講
者
は
「
私
た
ち
に
と
っ
て
、
ク
ル

マ
を
運
転
す
る
こ
と
は
夢
の
ま
た
夢
。
そ

れ
が
現
実
に
な
っ
た
か
ら
、
と
て
も
う
れ

し
い
」
と
笑
顔
を
浮
か
べ
る
。「
自
分
で

ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
、
走
る
こ
と
が
で
き

て
感
動
し
た
」「
広
い
コ
ー
ス
だ
っ
た
の

で
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
、
風
を
切
っ
て
い

る
感
じ
を
実
感
で
き
た
の
が
良
か
っ
た
」

と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

ツ
ア
ー
を
企
画
し
た
渕
山
さ
ん
は
「
全

国
各
地
で
こ
う
し
た
ツ
ア
ー
を
開
催
し
た

い
の
で
、
私
た
ち
の
活
動
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
教
習
所
、
施
設
が
あ
れ
ば
あ
り

が
た
い
」
と
い
う
。

転
車
に
関
わ
る
法
規
を
解
説
し
て
い
く
。

ま
た
、
学
校
周
辺
の
見
通
し
の
悪
い
交
差

点
の
写
真
を
見
せ
な
が
ら
、
自
転
車
の
交

通
事
故
で
最
も
多
い
事
故
類
型
は
出
会
い

頭
衝
突
で
あ
る
こ
と
を
説
明
。
信
号
機
の

な
い
交
差
点
で
の
出
会
い
頭
事
故
を
防
ぐ

た
め
に
、交
差
点
に
入
る
前
に
止
ま
っ
て
、

右
・
左
・
右
、
そ
し
て
後
ろ
を
観
て
か
ら

発
進
す
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

続
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
。
生

徒
の
代
表
者
３
名
が
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を

体
験
し
、
他
の
生
徒
は
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
さ
れ
る
体
験
者
の
運
転
状
況
の

映
像
を
確
認
す
る
。
H
P
I
の
高
砂
良
一

を
申
し
出
ま
し
た
。
心
の
底
か
ら
『
運
転

が
し
た
い
』
と
願
っ
て
い
る
方
々
に
指
導

す
る
の
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
う
れ
し

い
こ
と
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。
指
導
に

先
立
っ
て
は
、
校
内
で
教
習
指
導
員
と
渕

山
さ
ん
が
ア
イ
マ
ス
ク
を
し
て
、
同
乗
者

か
ら
の
指
示
の
み
の
運
転
を
体
験
。
ど
の

よ
う
な
情
報
を
伝
え
れ
ば
、
視
覚
障
が
い

者
の
方
が
安
全
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
運
転
で

き
る
か
、
検
討
を
重
ね
た
と
い
う
。
ハ
ン

ド
ル
を
回
す
時
は
、
視
覚
障
が
い
者
の
方

が
日
ご
ろ
、
物
の
位
置
を
確
認
す
る
際
に

使
う
時
計
の
針
の
位
置
で
指
示
し
、
手
を

動
か
し
て
も
ら
う
と
正
確
に
操
作
で
き
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
A
S
T
P
で
は
、
こ

う
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
受

け
継
い
で
ツ
ア
ー
を
受

け
入
れ
た
。

ま
ず
、
広
い
外
周
コ

ー
ス
を
使
い
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
車
両
に
慣
れ
て

も
ら
う
た
め
の
慣
熟
走

行
を
行
う
。
A
S
T
P

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
助
手
席
に
乗
り
、
運

転
中
は
受
講
者
に
た
え

ず
速
度
や
ハ
ン
ド
ル
を
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４
月
９
日
、
10
日
の
両
日
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
セ
ー
フ
テ
ィ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ク
も

て
ぎ
（
以
下
、
A
S
T
P
）
で
視
覚
障
が

い
者
自
動
車
運
転
体
験
ツ
ア
ー
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
は
旅
行
会
社
の
ク
ラ

ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
株
）（
本
社：

東
京
都

新
宿
区
）
が
主
催
。
同
社
バ
リ
ア
フ
リ
ー

旅
行
セ
ン
タ
ー
支
店
長
の
渕
山
知
弘
さ
ん

が
企
画
し
た
。
渕
山
さ
ん
は
「
８
年
前
、

あ
る
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
視
覚
障
が
い
者

の
方
か
ら
『
一
生
に
一
度
で
い
い
か
ら
ク

ル
マ
の
運
転
を
し
て
み
た
い
』
と
い
う
夢

を
聞
き
、
何
と
か
実
現
さ
せ
た
い
と
思
っ

た
の
で
す
」
と
話
す
。

し
か
し
、
受
け
入
れ
て
く
れ
る
会
場
が

な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

そ
し
て
５
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
た
時
に
、

茨
城
県
西
自
動
車
学
校
の
協
力
が
得
ら

れ
、
初
の
ツ
ア
ー
は
同
校
で
２
０
１
０
年

11
月
に
実
施
さ
れ
た
。
当
時
の
こ
と
を
、

茨
城
県
西
自
動
車
学
校
代
表
取
締
役
の
塚

田
秀
紀
さ
ん
は
「
視
覚
障
が
い
者
の
方
の

夢
を
実
現
す
る
役
に
立
て
れ
ば
と
、
協
力

4

現
場
訪
問

視
覚
障
が
い
者
の
方
々
に
、自
分
で

運
転
す
る
喜
び
を
感
じ
て
も
ら
う

ク
ミ
化
成
（
株
）（
本
社：

東
京
都
千

代
田
区
）
は
自
動
車
内
装
部
品
の
研
究
開

発
、
製
造
、
販
売
な
ど
を
手
が
け
る
企
業

で
あ
る
。
同
社
名
古
屋
工
場
（
愛
知
県
瀬

戸
市
）
で
は
、
ホ
ン
ダ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
（
以
下
、
H
P

I
）
を
養
成
。
H
P
I
が
核
と
な
っ
て
社

内
や
周
辺
地
域
の
交
通
安
全
普
及
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
４
月
９
日
に
は
、
H
P
I

３
名
が
愛
知
県
立
春
日
井
高
等
養
護
学
校

で
全
校
生
徒
１
６
２
名
を
対
象
に
交
通
安

全
教
室
を
開
催
し
た
。

ク
ミ
化
成
（
株
）
名
古
屋
工
場
副
工
場

長
の
青
山
敦
男
さ
ん
（
H
P
I
）
は
、

「
高
校
生
年
代
へ
の
交
通
安
全
教
育
は
初

め
て
の
取
組
み
で
す
。
企
業
の
社
会
的
責

任
と
し
て
、
周
辺
地
域
の
方
々
に
交
通
安

全
を
啓
発
し
て
い
く
こ
と
は
、
た
い
へ
ん

重
要
だ
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
私
た
ち
の
思
い
を
高
等
養
護
学
校
の
先

生
方
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、
開
催
の
背
景

を
話
す
。
春
日
井
高
等
養
護
学
校
で
は
生

徒
の
約
半
数
が
通
学
に
自
転
車
を
利
用
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ホ
ン
ダ
自
転
車
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
（
以
下
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
）

を
活
用
し
、
生
徒
に
危
険
予
測
能
力
を
高

め
て
も
ら
う
こ
と
を
め
ざ
し
た
と
い
う
。

最
初
は
座
学
。
青
山
さ
ん
が
体
格
に
合

わ
せ
た
自
転
車
の
調
整
方
法
か
ら
、
正
し

い
運
転
姿
勢
と
ブ
レ
ー
キ
の
使
い
方
、
自

●
視
覚
障
が
い
者
自
動
車
運
転
体
験

生徒の代表者がシミュレーターを体験。
他の生徒は大型スクリーンでその運転
状況の映像を確認する

生徒たちに質問を投げかけながら座学での説明
を進めるクミ化成（株）名古屋工場副工場長の
青山敦男さん

最後に生徒の代表者がHPIに感謝の言葉を述べた

●クミ化成（株）

Honda関連企業のインストラクターが
高等養護学校の生徒へ自転車教育を実施

インストラクターの指示に合わせて、受講者がハン
ドルやアクセル、ブレーキを操作して、パイロンス
ラロームなどに取り組んだ
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今回の体験ツアーには8名が同伴者とともに参加

インストラクター
が正しい運転姿勢
などについて説明
した後、外周路を
使って慣熟走行を
行う

さ
ん
と
大
幡
浩
志
さ
ん
が
、
体
験
者
が
事

故
に
遭
っ
た
り
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
し
た
場

面
を
再
生
し
、
安
全
に
通
行
す
る
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
予
測
す
べ
き
か
生

徒
に
問
い
か
け
な
が
ら
、
事
故
防
止
の
ポ

イ
ン
ト
を
伝
え
た
。

最
後
に
、
生
徒
の
代
表
者
が
「
今
日
は

私
た
ち
の
た
め
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。周
囲
の
安
全
確
認
を
十
分
に
行
う
、

危
険
を
予
測
す
る
な
ど
、
指
導
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
意
識
し
、
安
全
な
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
、

３
名
の
H
P
I
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、

交
通
安
全
教
室
は
終
了
し
た
。

同
校
生
徒
指
導
主
事
で
あ
る
能
田
康
雄

教
諭
は
「
今
回
、
ク
ミ
化
成
の
協
力
を
得

た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
指
導
が

で
き
ま
し
た
。
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
危

険
を
予
測
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
生
徒
た

ち
に
と
っ
て
の
課
題
で
す
。
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
危
険
予
測
の

必
要
性
に
気
づ
い
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

な
っ
た
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
ブ
レ
ー
キ
の

正
し
い
使
い
方
な
ど
基
本
的
な
こ
と
も
再

確
認
で
き
た
点
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
」
と
話
す
。

●ツアーに関するお問合せ先：クラブツーリズム（株）バリアフリー旅行センター　TEL 03-5323-6915



ホ
ン
ダ
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
で
移
動
を

制
約
さ
れ
て
い
る
方
々
の
社
会
参
加
・
復
帰
に
対

し
、
よ
り
安
全
・
安
心
・
快
適
で
自
由
な
移
動
が

で
き
る
よ
う
、
車
両
運
転
に
関
す
る
各
種
研
究
を

行
い
、
安
全
に
交
通
社
会
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
社
会
福
祉
法
人
別
府
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
大
分
県
別
府
市
）
お
よ

び
ホ
ン
ダ
太
陽
（
株
）（
大
分
県
日
出
町
）
と
共

６
月
６
日
、
７
日
の
両
日
、
鈴
鹿
サ

ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
三
重

県
鈴
鹿
市
）
で
「
第
13
回
全
国
自
動
車

教
習
所
教
習
指
導
員
安
全
運
転
競
技
大

会
」（
主
催：

本
田
技
研
工
業
（
株
）
安

全
運
転
普
及
本
部
、
後
援：

一
般
社
団

法
人
全
日
本
指
定
自
動
車
教
習
所
協
会

連
合
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。
同
大
会
は
、

全
国
の
自
動
車
教
習
所
教
習
指
導
員
の

自
己
研
鑽
へ
の
動
機
づ
け
や
、
他
の
教

習
所
と
の
交
流
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
に
２
０
０
１
年
よ
り
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
。

開
会
式
で
は
、
大
会
会
長
を
務
め
る

峯
川
尚
・
本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全

運
転
普
及
本
部
本
部
長
が
「
ホ
ン
ダ
は

40
年
以
上
前
か
ら
、
安
全
運
転
教
育
や
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全国33都道府県74校から134名の選手が参加

大型二輪部門「コーススラローム」

開会式で挨拶を行う峯川尚・本田技研工業（株）
安全運転普及本部本部長

大型二輪部門「一本橋」

四輪部門「ブレーキング回避」

今大会は15名の教習所の指導員が
各競技の審判員として協力した

四輪部門「コーススラローム」

普通二輪部門「パイロンスラローム」

TOPICS
★

●第13回全国自動車教習所教習指導員安全運転競技大会

74校134名の教習指導員が
安全運転指導の基礎となる運転技術を競い合う

2

3

啓
発
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
こ
の
大
会
も
、
そ
う
し
た
取

組
み
の
１
つ
で
す
。
大
会
で
の
経
験
が

指
導
の
現
場
で
役
に
立
つ
こ
と
を
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
回
よ
り
全

国
14
校
15
名
の
教
習
指
導
員
の
方
々
に

審
判
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

ホ
ン
ダ
と
皆
様
と
で
大
会
を
つ
く
る
新

た
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
」
と
述

べ
た
。
ま
た
来
賓
を
代
表
し
て
、
加
藤

四
郎
・
一
般
社
団
法
人
全
日
本
指
定
自

動
車
教
習
所
協
会
連
合
会
教
習
教
育
部

長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

今
大
会
に
は
、
33
都
道
府
県
74
校
か

ら
１
３
４
名
の
選
手
が
参
加
。
普
通
二

輪
部
門
、
大
型
二
輪
部
門
、
四
輪
部
門

に
分
か
れ
、
運
転
技
術
の
正
確
さ
や
タ

イ
ム
を
競
う
４
種
目
の
実
技
競
技
と
、

乗
降
車
を
テ
ー
マ
と
し
た
実
技
指
導
力

●
社
会
福
祉
法
人
別
府
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者
等
の

安
全
運
転
教
育
に
関
す
る
共
同
研
究

同
研
究
体
制
を
構
築
し
た
。
４

月
18
日
に
は
、
共
同
研
究
の
調

印
式
が
別
府
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
本
田
昇
司
セ

ン
タ
ー
長
は
「
障
が
い
が
あ
っ

て
も
、
社
会
で
生
活
し
て
い
く

た
め
に
ク
ル
マ
を
運
転
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
方
々
の

た
め
に
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
自
動
車
運
転
練
習
施

設
を
併
設
し
、
運
転
復
帰
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
患
者
様
の
運
転
能
力
の
評
価

に
つ
い
て
私
た
ち
だ
け
で
は
難
し
い
部
分
も
あ
り

ま
し
た
。
ホ
ン
ダ
に
は
自
動
車
に
関
す
る
技
術
や

安
全
運
転
教
育
の
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
私
た
ち
の
持
っ
て
い
る
知
見
と
組
み

合
わ
せ
、
障
が
い
者
の
方
々
が
安
心
し
て
運
転
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
抱
負
を
語
る
。
今
回
は
平
成
27
年
３
月
ま

で
の
２
年
間
、
身
体
障
が
い
者
向
け
交
通
安
全
機

器
の
検
証
と
デ
ー
タ
蓄
積
、
障
が
い
の
有
無
と
運

転
操
作
の
関
係
に
つ
い
て
共
同
で
研
究
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

に
取
り
組
ん
だ
。

普
通
二
輪
部
門
総
合
１
位
の
新
東
京

自
動
車
教
習
所
（
東
京
都
）
・
栗
原
慎

吾
さ
ん
、
同
２
位
の
瀬
戸
自
動
車
学
校

（
愛
知
県
）
・
今
井
雅
彦
さ
ん
、
大
型
二

輪
部
門
総
合
１
位
の
枚
方
自
動
車
教
習

所
（
大
阪
府
）
・
山
部
進
也
さ
ん
、
同

２
位
の
中
部
日
本
自
動
車
学
校
（
愛
知

県
）
・
小
林
潤
さ
ん
、
四
輪
部
門
総
合

１
位
の
レ
イ
ン
ボ
ー
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー

ル
和
光
（
埼
玉
県
）
・
倉
田
誠
さ
ん
、

同
２
位
の
ド
リ
ー
ム
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー

ル
昭
和
（
長
野
県
）
・
桑
原
次
夫
さ
ん

に
は
、
全
日
本
指
定
自
動
車
教
習
所
協

会
連
合
会
会
長
賞
が
贈
呈
さ
れ
た
。

写真左から、社会福祉法人別府リハビリテーションセンターの本田昇司セン
ター長、二家本弘志常務理事、本田技研工業（株）安全運転普及本部の吉田
宏樹事務局長、ホンダ太陽（株）の安藤善文取締役生産本部長

加藤四郎・一般社団法人全日本指定
自動車教習所協会連合会教習教育部長

4月12日、経団連会館（東京都千
代田区）で、「平成24年度国際交通
安全学会研究調査報告会ならびに学
会賞贈呈式」が開催された。
研究調査報告会は、平成24年度
に成果が明らかになった研究プロジ
ェクトの中から①「交通安全と交通
取締りに関する研究」②「『天下の
公道』と生活道路に関する研究」③
「危険運転致死傷罪の学際的研究」
④「知的障害者のモビリティ確保の
ための都市公共交通の課題」⑤「睡
眠障害スクリーニングの普及推進を
目指した学際的研究」の5テーマが
発表された。
②では、久保田尚・埼玉大学大学
院理工学研究科教授が、欧州の生活
道路で広く普及しているライジング

ボラード※の日本での導入
に向けた課題を整理。さら
に埼玉大学の敷地内で運用
実験を行い、公道への適用
性などについても報告した。
34回目となる国際交通

安全学会賞の表彰も合わせ
て行われ、業績部門では帯
広市、十勝バス（株）、北

海道拓殖バス（株）、大正交通（有）、
毎日交通（株）、（株）エコERC、一
般社団法人北海道開発技術センター
による「連携と認知～十勝地域にお
ける公共交通活性化の取り組み～」
が受賞。論文部門では、「ドライバー
が自分の運転を正しく認識する」と
いうことが日本の運転教育に必要で
あることを示した中井宏・大阪大学
大学院人間科学研究科助教と臼井伸
之介・大阪大学大学院人間科学研究
科教授による論文などが受賞した。

NEWS REVIEW 
●平成24年度国際交通安全学会研究調査報告会ならびに学会賞贈呈式

様々な交通問題に関する研究成果を発表

※ライジングボラード＝道路に設置されたポール（ボラード）が機械式で昇降する装置。
通行禁止規制の対象から除外された車両や通行許可を持った自動車だけがボラードを降下
させて道路を通行できるようになっている。


